
魅力ある富士市づくりと観光交流を目指して

富士市観光交流まちづくり計画

皆さんは、「富士市の観光」と聞いて、何を思い浮かべますか？

これからの社会は「大交流の時代」と言われています。私たちは、

他の地域との交流を積極的に進め、富士市を訪れる人に喜んでもら

えるよう、交流の中から富士市の長所や短所を発見し、富士市とい

う「街」を磨いていくことが大切です。

そこで市では、市民の皆さんと一緒に「観光交流まちづくり計画」

を策定しました。これは、富士市らしい視点で「観光」をとらえ、

基本的な考え方や進む方向をとりまとめたものです。

今回は、この「観光交流まちづくり計画」について紹介します。
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（ 3 ）

富
士
山
の
恵
み
て
ん
こ
も
り
・
富
士
市 

ー
富
士
山
の
麓
で
展
開
す
る 

　
　
　
　
「
環
境
交
流
」
と
「
に
ぎ
わ
い
観
光
」
ー 

「環境交流」の源となる 
 魅力づくり 

「にぎわい観光」の源と 
 なる魅力づくり 

「環境交流」・「にぎわい 
 観光」を支える基盤・体 
 制づくり 

富士山の麓のこの街で、たく 
さんの人に楽しんでもらおう 

たくさんの人に来てもらい、 
温かく迎え入れる富士市側の 
体制をしっかりつくろう 

富士山に生かされている循環 
型の産業と暮らしを、この街 
で知ってもらおう 

富士山を訪れ、想う人ととも 
に、世界に自慢できる富士山 
を楽しみ、はぐくもう 

■将来像■ ■基本目標■ 

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

ふ
も
と 

ふもと 

おも 

計
画
の
五
つ
の
視
点

観
光
交
流
ま
ち
づ
く
り
計
画
は
、
次
の

よ
う
な
五
つ
の
視
点
か
ら
計
画
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

●
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
●

「
市
民
に
と
っ
て
住
み
や
す
く
、
魅
力

あ
る
街
こ
そ
、
訪
れ
る
人
々
に
と
っ
て
魅

力
あ
る
街
と
な
り
得
る
」
と
い
う
考
え
方

で
進
め
ま
す

●
地
域
産
業
と
の
連
携
●

新
し
い
産
業
観
光
の
展
開
に
よ
り
、
観

光
交
流
と
「
地
域
産
業
」
と
の
横
の
結
び

つ
き
を
強
化
し
、
地
域
へ
の
経
済
的
波
及

を
進
め
ま
す

●
「
富
士
市
な
ら
で
は
」
の
魅
力
●

富
士
市
の
資
源
を
本
物
の
魅
力
と
し
て

磨
き
上
げ
、
育
て
、
売
り
出
し
て
い
く
こ

と
で
、
多
く
の
人
々
に
楽
し
み
を
与
え
、

喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
す

●
市
民
参
加
型
・
地
域
主
導
型
●

市
民
や
地
域
み
ず
か
ら
が
主
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
息
の
長
い
本

物
の
魅
力
を
つ
く
り
上
げ
、
持
続
可
能
な

観
光
交
流
を
進
め
ま
す

●
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
●

だ
れ
も
が
不
安
な
く
訪
れ
、
快
適
に
滞

在
で
き
る
よ
う
、
温
か
く
迎
え
入
れ
る
観

光
交
流
を
進
め
ま
す

環
境
交
流
と
に
ぎ
わ
い
観
光

本
計
画
で
は
、「
環
境
交
流
」
と
「
に
ぎ

わ
い
観
光
」
に
つ
い
て
重
点
を
置
い
て
い

ま
す
。

富
士
市
に
お
け
る
「
環
境
交
流
」
と
は
、

富
士
市
な
ら
で
は
の
環
境
に
配
慮
し
た
取

り
組
み
を
通
し
た
、
市
内
外
の
人
た
ち
と

の
交
流
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
例
え
ば
、

富
士
山
を
中
心
と
し
た
自
然
体
験
学
習
や
、

富
士
市
の
製
紙
業
に
代
表
さ
れ
る
資
源
循

環
型
産
業
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
く
学

ん
だ
り
、
体
験
し
た
り
す
る
こ
と
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

一
方
「
に
ぎ
わ
い
観
光
」
と
は
、
こ
の

街
独
自
の
歴
史
や
地
域
性
を
生
か
し
、
こ

れ
ら
を
魅
力
あ
る
も
の
に
磨
き
上
げ
て
、

訪
れ
る
人
た
ち
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
と
い

う
も
の
で
す
。

毘
沙
門
天
大
祭
や
吉
原
　
園
祭
、
甲
子

き
の
え
ね

祭
な
ど
の
伝
統
あ
る
祭
り
、
か
ぐ
や
姫
伝

説
、
富
士
川
治
水
の
史
跡
で
あ
る
か
り
が

ね
堤
な
ど
、
富
士
市
の
歴
史
・
文
化
を
生

か
し
た
に
ぎ
わ
い
の
仕
掛
け
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

※
四
〜
五
ペ
ー
ジ
で

紹
介
し
ま
す

にぎわいの一つ「甲子祭」



の
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
日
本
一
の
再
生
紙
生
産
の
ま
ち
」

紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
・
製
造
工
程
、
環

境
へ
の
対
策
、
紙
の
文
化
な
ど
を
、
知

的
好
奇
心
に
こ
た
え
な
が
ら
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
ま
す

●
工
場
見
学
の
展
開

●
「
紙
の
博
物
館
」
の
構
想

●
「
紙
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
イ
ベ

ン
ト
・
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
な
ど

「
牛
乳
パ
ッ
ク
の
再
利
用
を
考
え

る
全
国
大
会
」

資
源
循
環
型
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
・

自
然
と
の
共
生
を
考
え
る
こ
の
大
会
を
、

「
紙
の
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
実
質
的

な
ス
タ
ー
ト
の
場
と
し
て
位
置
づ
け
、

「
紙
の
街
・
富
士
」
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

と
　
き

七
月
三
十
一
日（
土
）
・

八
月
一
日（
日
）

と
こ
ろ

ロ
ゼ
シ
ア
タ
ー

内
　
容

牛
乳
パ
ッ
ク
の
再
利
用
の
取

り
組
み
事
例
発
表
、
紙
製
品
な
ど
に

関
す
る
展
示
、
子
ど
も
エ
コ
体
験
や

再
生
紙
普
及
活
動
に
関
す
る
分
科
会
、

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
盛
り
込
ん
だ
オ

プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
な
ど

参
加
費

無
料

※
資
料
代
（
希
望
者
の
み
）
千
円
。

※
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
参
加
費
は
別

途
必
要
。

問
い
合
わ
せ

大
会
事
務
局

1
七
一
―
〇
一
〇
〇

製紙工場の見学
（平成15年「モニターツ
アー」より）

富
士
山
百
景
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
富
士
山
み
ぃ
ー
つ
け
た
！
」

森
と
恵
み
の
体
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
富
士
山
の
ふ
も
と
の
環
境
ダ
ッ
シ
ュ
村
」

東
海
道
・
吉
原
宿
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
目
指
せ
！
市
民
の
観
光
地
」

新
・
泉
の
郷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
か
ぐ
や
姫
と
湧
水
の
ふ
る
さ
と
」

岩
本
山
・
雁

か
り
が
ね

堤
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
花
と
歴
史
ロ
マ
ン
」

ス
ポ
ー
ツ
メ
ッ
カ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
う
つ
く
し
い
富
士
の
麓ふ

も
と

に
光
る
汗
」

ら
く
ら
く
ア
ク
セ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
行
き
や
す
い
ま
ち
、
移
動
し
や
す
い
ま
ち
」

エ
コ
マ
ネ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
あ
り
が
と
う
を
交
換
し
よ
う
」

ま
ち
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
ま
ち
の
ウ
ェ
ル
カ
ム
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

お
も
て
な
し
の
心
技
体
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
市
民
の
心
が
映
る
お
も
て
な
し
」

お
い
で
よ
富
士
市
へ
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
観
光
交
流
推
進
の
エ
ン
ジ
ン
」

（ 4 ）

紙
の
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
か
か
わ
る

栗
原
　
哲
正

の
り
ま
さ

さ
ん

紙の街・富士を見直すきっかけに

紙
の
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、「
リ
サ
イ
ク

ル
」
や
「
環
境
保
全
」
な
ど
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

紙
の
街
と
し
て
、
環
境
を
切
り
口
と
し
た
交
流

を
進
め
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
製
紙
会
社
の
多
い

富
士
市
ら
し
く
、
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
た
紙
が
ど

の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
か
と
い
う
行
程

に
視
点
を
置
き
ま
し
た
。

市
外
の
人
へ
の
Ｐ
Ｒ
だ
け
で
な
く
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
も
富
士
市
の
再
生
紙
産
業
を
も
う
一

度
見
直
し
て
も
ら
う
き
っ
か
け
と
な
る
と
う
れ

し
い
で
す
ね
。

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
本
計
画
の
将
来
像
で
あ
る
「
富

士
山
の
恵
み
て
ん
こ
も
り
・
富
士
市
」
を
実
現
す
る
た
め
に

取
り
組
ん
で
い
く
、
十
三
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
商
業
労
政
課
に
あ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
富
士

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。



魅力的な 
観光コースを 
つくろう!

モデルコース 

　をつくる 

観光コースの 

　　決定!!

地域の声 
まちづくり関係者 
などによる検討 

地域の声 
まちづくり関係者 
などによる検討 

交通業者、宿泊業 
者などの参入 

地
域
に
根
づ
い
た
観
光
産
業
へ 

※繰り返し検討 

社会実験 地
域
に
根
づ
い
た
観
光
産
業
を

観
光
交
流
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と

し
て
取
り
組
む
も
の
で
あ
り
、
市
民
参
加

型
・
地
域
主
導
型
で
持
続
可
能
な
も
の
と

し
て
進
め
る
こ
と
が
基
本
に
な
り
ま
す
。

ま
ず
は
、
市
民
参
加
型
で
で
き
る
こ
と

か
ら
社
会
実
験
的
に
取
り
組
み
、
そ
の
効

果
や
課
題
を
検
証
し
な
が
ら
改
良
を
重
ね
、

地
域
に
根
づ
い
た
観
光
産
業
を
育
て
て
い

き
ま
す
。

例
え
ば
…

と
　
き

七
月
十
八
日
（
日
）

と
こ
ろ

鈴
川
泊
地
（
県
田
子
の
浦
港

管
理
事
務
所
周
辺
）

内
　
容

ヨ
ッ
ト
や
漁
船
の
体
験
乗
船
、

交
流
物
産
展
、
海
と
音
楽
の
ス
テ
ー

ジ
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

★
体
験
乗
船
参
加
者
募
集
★

対
象
は
小
学
生
で
す
（
三
年
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
）。
希
望
者
は
、運

動
靴
で
タ
オ
ル
持
参
の
上
、
当
日
の

十
時
ま
で
に
会
場
で
受
付
を
し
て
く

だ
さ
い
。（
受
付
後
抽
せ
ん
を
し
ま
す
）

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
シ
ン
ク
タ
ン
ク
ふ
じ

1
五
一
―
一
一
一
二

ヨットの体験乗船
（平成15年「海交流イ
ベント」より）

今
後
の
推
進
に
向
け
て

長
期
的
な
観
光
交
流
を
進
め
る
た
め
に

は
、
行
政
、
関
連
団
体
・
民
間
企
業
、
市

民
・
市
民
団
体
な
ど
が
連
携
し
、
機
動
的

に
活
動
で
き
る
組
織
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
後
は
「（
仮
称
）
富
士
市
観

光
交
流
ビ※

ュ
ー
ロ
ー
」
を
設
立
し
、
観
光

交
流
に
つ
い
て
の
積
極
的
な
展
開
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

問い合わせ　商業労政課
155-2777
551-1997
Esy-syougyou@city.fuji.shizuoka.jp
Fhttp://fujishi.jp/cityhall/syouko-b/
syougyou/

富
士
市
の
魅
力
を
多
く
の
人
々
に
伝

え
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
私
た
ち
市
民

が
「
富
士
市
の
魅
力
」
を
再
発
見
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の
街
に
誇
り
と

愛
着
を
持
ち
、
富
士
市
を
訪
れ
る
人
た

ち
に
も
愛
さ
れ
る
よ
う
な
地
域
づ
く
り

を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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子
の
浦
港
・
海
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
海
の
玄
関
！
田
子
の
浦
」

「
海
の
駅
」
の
整
備
・
活
用
を
進
め
、

港
を
拠
点
と
し
た
海
辺
な
ら
で
は
の
交

流
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
す

●
フ
ェ
リ
ー
乗
り
場
跡
地
周
辺
へ
の「
海

の
駅
」
設
置
の
検
討

●
漁
港
周
辺
、
海
岸
緑
地
周
辺
な
ど
の

整
備

●
鈴
川
海
岸
周
辺
の
遊
歩
道
整
備
な
ど

日
本
ぐ
る
っ
と
一
周
・
海
交
流

「
２
０
０
４
駿
河
湾
交
流
in
田
子
の
浦
」

市
民
や
観
光
客
が
海
に
親
し
む
拠
点

と
な
る
「
海
の
駅
」
の
設
置
検
討
に
向

け
て
の
気
運
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
海

交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

田
子
の
浦
港
・
海
の

駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

か
か
わ
る

小お

口ぐ
ち

昭
宣

あ
き
の
ぶ

さ
ん

田子の浦港のよさを感じてほしい

田
子
の
浦
港
は
産
業
港
で
あ
り
、
今
ま
で
は

な
か
な
か
観
光
に
は
結
び
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
の
海
交
流
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
田
子
の
浦
港

の
「
に
ぎ
わ
い
」
を
確
認
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
吉
原
駅
か
ら
の
ア
ク
セ

ス
や
駅
南
港
商
店
街
と
の
つ
な
が
り
を
生
か
し
、

鈴
川
泊
地
を
会
場
に
し
て
い
ま
す
。
ふ
だ
ん
は

体
験
で
き
な
い
ヨ
ッ
ト
の
体
験
乗
船
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
催
し
を
通
し
、
多
く
の
人
に
「
田
子

の
浦
港
っ
て
、
い
い
と
こ
ろ
だ
な
」
と
感
じ
て

も
ら
え
る
イ
ベ
ン
ト
に
し
た
い
で
す
ね
。




